
実効性のある避難態勢を強化
・個別避難計画を作成し、障がい者や高齢者
の方が安心して避難できる体制をつくり
ます。

・在宅避難者への支援も強化します。
1

お財布に優しい事業を推進
・原油物価高騰対策として、地域応援通貨な
ど導入し、少しでも区民のお財布にやさし
い事業を推進するとともに、商店街の賑
わいを創出していきます。

・適正な価格転嫁や学校給食費等の値上げ
抑制により、事業者や生活者を守ります。

5

魅力あふれる大田区へ魅力あふれる大田区へ

魅力あるまちづくりを推進
・蒲田駅をはじめとして、新空港線と一体
となった沿線のまちづくりを進めていき
ます。

・区内の交通不便地域に対し、あらたな交通
手段としてデマンド交通の導入を推進し
ます。

6

ゼロカーボン社会を推進
・公共施設のZEB化を推進します。
・学校施設のZEB化を推進し、児童生徒の
環境教育を推進します。

※ZEB（ゼロ・エネルギー・ビル）」とは、省エネ対策により
一次エネルギー消費量を削減した上で、再生可能エネ
ルギー等の導入によりエネルギー収支をゼロにする
ことを目指した建築物です。

8
新産業創造発信拠点を核とした
産業支援の強化
・日本の空の玄関口という好立地にある羽田
イノベーションシティを、より効果的に
活用することにより、区内産業の活性化
につなげていきます。

・経済対策として区が発注する案件をできるだ
け前倒しして区内産業を活性化させます。

4

高齢者・障がい者や
課題を抱える区民を支援
・認知症対策、健康寿命の延伸策に取り組
みます。

・重層的支援、ヤングケアラー対策に取り
組みます。

・住み慣れた地域で、安心していつまでも
暮らし続けられる住宅確保策を推進して
まいります。

3

子育てに奮闘する
ママを切れ目なく応援
・育児支援を充実します。
・産後ドゥーラ・家事支援などの拡充をします。
・病児・病後児保育の拡充をします。
・若者の相談・居場所事業の拡充をします。
2

特色ある教育を推進
・国際都市おおたとして、英語教育・国際
理解教育を推進します。

・大田の未来づくり教育（スティーム教育）
の全区展開をします。7

重点政策８項目魅力あふれる大田区へ

　区議会公明党は、高校3年生相当までの医療費の
無償化を求め、2022年2月18日、松原忠義区長に
申し入れを行いました。さらに都議会公明党との連携
により、2023年4月より所得制限・窓口負担なしが
実現する運びとなりました。

高校生までの
医療費無償化が実現へ！

コロナ禍における区議会公明党の取り組み
・ワクチン接種の加速化、個別・集団接種会場の拡充推進、訪問診療（自宅での接種を可能に）
・丁寧・スピーディーな接種会場・支援相談先に関する情報提供
・各出張所での予約サポート対応
・中小企業向けの無利子融資制度の導入

4年間の実績

・区立小中学校の環境整備
　◎ICT化の推進（タブレット端末1人1台、Wi-Fiルーター貸与、オンライン授業への対応）
　◎体育館へのエアコン設置・小学校に防災ヘルメットを配備・トイレの洋式化（4年前47%→現在74%）
・不登校対策の取り組みを拡充
・産後ドゥーラの導入、待機児童ゼロの実現、幼児教育の無償化
・給付型奨学金の拡充（福祉人材・保育関連人材）
・子ども若者総合相談センターの開設（居場所・相談）、新成人ピロリ菌検査の実施

●こども・若者

・風水害対策の強化
 （マイ・タイムライン講習、水防センターの整備）
・感震ブレーカーの支給取付事業、大田区防災アプリの開設

●防災・減災

・羽田イノベーションシティOPEN、産業支援の拡大
 （羽田PiO、羽田PiOパーク、デジタルPiO、インダストリアルパーク、六郷ベース）　　
・産業プラザ（PiO）1Fに経営相談窓口を開設

●産　業

・24時間使用可能なAEDの設置拡大
・はねぴょん健康ポイント
・東邦大学との官学連携
・インフルエンザ予防接種助成事業の拡充（15歳以下）

●健　康

・大田区手話言語及び障害者の意思疎通に関する条例の制定
・フードドライブの推進
・引きこもり対策としてSAPOTA（サポタ）の開設
・老いじたくの支援事業

●福　祉

・勝海舟記念館OPEN
・絵画の所蔵施設の整備

●文　化

・おおた・みちパト、コミュニティ
　サイクルの拡充・本格運用

●まちづくり

・おくやみコーナーの開設
・LINEを使った行政サービスの拡充
・公共施設の建て替えの促進

●行政サービス

・食品ロスの削減プロジェクトの推進
・SDGsの推進

●環　境

4年間の実績
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 【プロフィール】 　◆防災士、上級救命技能認定

あいさつ

　２０１１年の初当選から約１２年間、区民の皆様からの約7,000件のご相談

に誠心誠意取り組み、皆様のより良い生活を目指し、お聴きした声を区政

に届けてまいりました。これからも、安心して暮らせる大田区を守る「見張

り番」として、がんばってまいります。

大田の安心見張り番！ だから大橋！
大橋 たけし

公式LINEアカウント

大橋
たけし

お　 お　　   は　 し

大田区議会議員

実　績
▶大田区独自の特定不妊治療費助成制度創設
▶私立保育園へのAED設置補助で116園に設置 
▶学校内に放課後子どもひろば・子ども教室を設置

子育てしやすい大田に

実　績
▶区内全域で「通学路安全総点検」「通学路ブロック塀調査」 
▶区内全域の通学路交通安全対策「ゾーン30」整備 
▶区立小中学校で「トイレの洋式化」を推進中

子どもの学ぶ環境を整備

実　績
▶災害時に区民を守る「国土強靭化計画」の推進 
▶災害時の医療救護所・医療体制の充実を推進 
▶区民の防災意識の向上へ「マイ・タイムライン」普及

災害に強い大田区へ

実　績
▶大田区若者サポートセンター「フラットおおた」開設
▶大田区役所にマイナポイント手続きサポート窓口設置
▶羽田イノベーションシティ・ＰiOフロントの開設

区民の生活・雇用を守る

実　績
▶特別養護老人ホーム、老人保健施設、グループホーム等増設 
▶区と事業者等連携による高齢者見守り体制を拡充 
▶高齢者の健康維持対策・フレイル予防の推進

高齢者が暮らしやすい街に

実　績
▶大森駅東口のバリアフリールートを確保・整備 
▶内川にかかる橋梁の架け替え・耐震整備、護岸整備
▶大森ふるさとの浜辺公園整備と設備充実 

地元・大森のまちづくり

大橋たけし
お　 お　　  は　 し 3つの挑戦
1挑戦 妊娠・出産から育児・高等教育までの支援体制を充実。児童・生徒へのサポートを行う

スクールソーシャルワーカーの支援強化。区立小中学校におけるジェンダーレス水着の導入・
推進。医療的ケア児支援体制の充実。

安心して子育てが出来る大田区を目指します。

2挑戦 医療機関との連携強化に取り組み新型コロナウイルス感染症対策をさらに強化。帯状疱疹
予防ワクチン接種助成。道路陥没事故を未然に防ぐ「路面下空洞調査」を継続。特殊詐欺
被害防止のための対策を強化。 

区民の命を守る安全・安心の大田区を目指します。

3挑戦 生活再建・就労サポートセンターJOBOTA（ジョボタ）拡充。高齢者の地域包括ケアシステム
をさらに推進。大森駅東口の下りエスカレーターを設置。駅周辺整備を推進。大田区の
SDGsの見える化を推進。 

住みたい街、住み続けたい街 大田区を目指します。

実　績
No1！
大橋たけしが
実現しました

▶ホームドアの設置が実現
　視覚障がいの方の駅のホームからの転落や、
ラッシュ時の電車との接触を防ぐために、「ホー
ムドアの設置を」と初当選以来、訴え続けてき
ました。設置時の費用、車両の扉位置の違いな
ど、困難な壁が立ちはだかりました。しかし、粘り
強く区議会で要望し、鉄道事業者への働きかけ
を続け、JR大森駅・蒲田駅をはじめ、区内10か
所に設置が実現。2023年度には梅屋敷駅にも
設置される計画です。

▶路面下の空洞調査を推進 
　命を守る政治が大橋たけしの信念です。東日本大震災後、
道路の空洞化や陥没が増加しました。放っておくと重大な事故
につながってしまいます。この問題に対し
て、特殊車を使った路面下空洞調査を
大田区長に要望。区議会でも何度も訴
えました。そして、現在までに3,000か
所を超える空洞を発見、危険な空洞は
全て補修が完了しました。引き続き区民
の命を守るために取り組んでいきます。

▶一人の声に寄り添う
　今から10年前、障がいがあるお子さんのお母さんから
「地元の学校に通わせたい」との切実な声を聴き、特別
支援教室の設置を訴えてきました。こ
の提案が実り、区立全小中学校に特別
支援教室（サポートルーム）が設置さ
れました。また、こども文教委員長の
時には、不登校で悩まれている多くの
声を受け、現在、全国初となる不登校
特例校の新規開校を推進しています。

公明党は9月15日の公明党中央幹事会で2023年春予定の大田区議会議員選挙の予定候補者として、現職3期の大橋たけし氏の公認を決定しました。


